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大阪キリスト教社会館 2021 年度 

2021 年度事業報告 

 
Ⅰ 本部（総論） 

 

 

2021 年度は、コロナウイルス感染が終息する気配がなく各事業とも、感染者を出さないよ

うに対策を講じながら、その都度対応してきました。 

本部事業として 2020 年度見送った 70 周年事業に変えて、10 月に社会館職員研修として横須

賀キリスト教社会館の岸川先生を講師にお招きして研修公演を開催することができました。 

 2021 年度は、門真地区では診療所医師、職員の高齢化問題、大正区地区ではめぐみ保育園

建築計画がコロナ禍で、話し合う機会がなく 2022 年度に引き継ぐことになりました。 

 本部として運営委員会開催もコロナ禍で開催が出来なく、通常の理事会・評議員会の開催で

1 年を運営してきました。 

社会館役員補充として、上地武理事の後任に山口恒牧師、池田正幸監事の後任に橋本義治氏、 

鈴木めぐみ評議委員の後任に坊垣眞佐子氏が選任されました。また、評議委員選任のための

「評議委員選任・解任委員会」の開催はコロナ禍で開催が困難なため「同意書」を得て承認と

されました。 

本部事業報告 

       2022 年 3 月 31 日現在 

5 月 第 17 理事会開催（2020 年度事業報告・決算報告理事会、5 月 20 日） 

6 月 

監事監査 2021 年 6 月 6 日開催 

第 9 回定例評議員会開催（2021 年度事業報告・決算報告理事会、6 月 10 日） 

 第 18 回理事長選任理事会開催（6 月 10 日） 

7 月  法人調書（電子調査票）提出 

11 月 
 第 19 回定例理事会（上半期報告 11 月 25 日） 

 法人研修（ルミエールにて 11 月 20 日開催、講師岸川横須賀社会館理事長） 

12 月 
 第 10 回評議員会開催（上半期報告 12 月 9 日） 

クリスマス礼拝 

3 月 
第 20 回 2021 年年度事業計画・予算理事会（3 月 12 月 24 日 
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Ⅱ－１ 診療所事業報告 

 

 2021 年度診療所はコロナ禍の影響、医師の高齢化による影響により患者数の減少により事業

成績が低下しています。今年度は 2 月に尾崎先生の怪我で 2 月から診療が困難な日々もあり、

今後の診療への影響も懸念されましたが 3 月からは診療が差異化することができました。 

  

 

診療所事業内容報告 

                           2022 年 3 月 31 日現在         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日数 患者数 生保 減免患者 減免額 

4 月 24 425 25 64 59.600 

5 月 22 400 22 69 51.250 

6 月 25 449 25 84 47.670 

7 月 23 478 27 86 57.390 

8 月 18 437 24 77 37.590 

9 月 22 449 23 81 42.350 

10 月 25 526 31 76 36.930 

11 月 22 442 27 65 34.380 

12 月 24 418 27 77 50.250 

1 月 19 309 23 53 35.420 

2 月 20 357 23 62 36.220 

3 月 24 406 27 49 33.640 

合計 275 5096 304 843 522.690 

平均 22.9 424.6 25.3 70.2 43.5575 

前年度 22.9 424.6 32.2 70.2 43.557 
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Ⅱ－２ 介護事業報告 

 

 2021 年度の介護事業はコロナの影響を受けつつも、利用者が感染することがなく、各事業と

も休むことなく運営ができました。職員の家族が感染し濃厚接触者として休む職員も出てきま

したが協力しながら乗り越えることができました。 

 人が集まることで感染リスクが高まるため、集合形式での研修や六者会議（管理者会議）も開

催ができませんでした。 

 

 

Ⅱ－２①  ケアプランセンターブ・ドウ（居宅介護支援） 

 

 療養の為に長期離脱していた職員 1 名が退職し、ケアマネジャー5 名（内主任ケアマネ 2 名）

で業務を行いました。地域包括支援センターや医療機関からの依頼が増え、重介護や末期がんを

はじめとした医療ニーズが高い利用者の割合が増えました。併設の訪問看護ステーションやヘ

ルパーステーションとも連携を強化して業務にあたることができました。 

2022 年 4 月に通所介護事業所の管理者が退職することになり、後任の引き受け手がないため、

ケアプランセンターの管理者が通所介護の管理者を兼務することになりました。それに伴い、管

理者が居宅介護支援の業務を行うことができなくなるため、管理者が受け持っていた利用者を

各ケアマネジャーに引き継いでいます。「依頼が来ても断らない」姿勢を貫くためには、早急に

ケアマネジャーを増員することが必要です。 

障がい福祉サービスの計画相談支援については、1 名体制で実施しました。居宅介護を希望す

る利用者については、併設のヘルパーステーションや訪問看護ステーションと連携して支援に

あたることができました。 

 

 

Ⅱ－２② ヘルパーステーション・ブドウ（訪問介護・居宅介護・同行援護・重度訪問介護） 

 

 ヘルパーステーションは常勤 4 名（管理者・サービス提供責任者も兼務）と登録ヘルパーで、

訪問介護、障害者支援（居宅介護、同行援護、重度訪問介護、移動支援）に取り組みました。 

訪問看護ステーションと連携を強化し、ターミナル期の利用者も対応できるようになりました。

利用者が、施設入所や入院することなく、住み慣れた地域で最期まで安心して過ごすことができ

る支援を行う体制作りができました。 

訪問介護では、総合事業の枠組みが変わり、基本単価が低くなってしまいまったことで少し収

益が下がりました。一方、ケアプランセンターが障害者総合支援法の計画相談支援を行っている

ことで、ヘルパーステーションへの障害福祉サービス利用者の紹介率が増えました。 

介護保険と障害者総合支援法、両方のサービスを提供することで、コロナによる利用控え・体

調不良や入院等による利用者の変動があっても、影響少を受けず、安定した収益が得られました。 

登録ヘルパーの高齢化が進んできており、過重労働になって病気や怪我がおこるリスクが増

えています。登録ヘルパーの増員し、特定の職員に負担がかからないような体制を整えていくこ

とが課題です。 
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Ⅱ－２③ ブドウ・訪問看護ステーション（訪問看護） 

 

 訪問看護員 3 名（正看 2 名、准看１名）、理学療法士・常勤 1 名で介護保険、医療、精神自立

支援医療、小児慢性特定疾病等の指定事業所として、幅の広いサービスを提供してきました。そ

れに加えて、ブドウ介護事業所の医療面での支援も積極的に行いました。在宅部門ではヘルパー

ステーションの各ヘルパーに対しての医療面の指導をすることで、利用者に体調の急変が起こ

っても、ヘルパーが不安にならずに対応することができるようになりました。施設部門において

は、通所型サービス A・デイサービス・ショートステイに対して、アドバイスや直接的な業務も

行いました。ブドウ訪問看護ステーションは、ブドウ介護事業の医療面を支える重要な役割を果

たしています。 

訪問看護ステーション業務・施設内支援の両立に加え、在宅での緊急対応を正看 2 名で対応

しています。これから、ターミナル期や緊急対応が必要な利用者が増えることが予測されます。

そのためには、早急に看護師の増員が必要です。 

総合事業の通所型サービス C は、理学療法士が中心となって週 2 回開催しました。 

 

 

Ⅱ－２④ デイサービス・ブドウ（通所介護）  

 

 デイサービスブドウでは、職員は 7 名（管理者兼相談員 1 名、常勤 3 名、看護師 1 名、非常

勤 2 名）で、日常の業務をおこないました。2021 年度のコロナ禍の中でも一日も休むことなく

利用者を受け入れることができました。発熱等、コロナの感染が疑われる利用者がいても、ケア

プランセンターや訪問看護ステーションと連携し、慌てることなく対応することもできました。

「利用控え」する利用者が居たことで、利用人数は減少傾向でしたが、マスクや消毒の徹底、パ

ーテーションの設置など、感染防止対策を行うことで、幸いにも陽性者は一人も出ませんでした。 

 来年度早々、管理者が退職するにあたり、事業所内の職員から後任の受け手がなく、一時的に

ケアプランセンターの管理者がデイサービスの管理者を兼務することになりました。経験ある

職員が中心となって「自分たちで考え・実践し・振り返る」姿勢を徹底し、事業所のリーダーが

自発的に育つことが課題です。 

 

 

Ⅱ－２⑤ ブドウショートステイ（短期入所介護） 

 

 ブドウショートステイでは、職員は 9 名（管理者兼相談員 1 名、常勤 3 名、看護師 1 名、非

常勤 4 名）で、24 時間 365 日、切れ目のないサービスを行いました。通常の感染対策や施設内

の換気や清潔保持に加え、利用者への感染対策（利用前の PCR 検査実施、利用日直前の健康状

態や周囲にコロナ罹患者や濃厚接触者がいないかの確認、利用時の検温、マスクの徹底）を行う

ことで、ショートステイでもコロナ陽性者はでませんでした。 

 常に赤字と言われていたショートステイですが、「緊急事態宣言」や「まん延防止等重点措置」

の発出を受け、2022 年の 2～3 月に利用者の受け入れ制限をしたことで、事業成績はさらに悪化

してしまいました。職員全員が、「このままではショートステイの存続さえ危うい」という危機
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感を持たなければ、とても数年で解消できることではないと受け止めています。 

 ショートステイは、利用者に緊急事態が起こった時の受け皿として必須な事業所です。ケアプ

ランセンターブドウも、利用者の一時的な緊急避難場所として、ショートステイを非常に頼りに

しています。来年度は、これまでの業務経験を活かしながら、「ショートステイの今後」を考え

る 1 年に充てていきたいと考えています。デイサービスとの連携を強化した業務に転換し、人・

物ともに無駄のない業務体制を整えます。 

 

 

 

2021 年度 ブドウ介護事業所 職員研修事業報告 

コロナウィルス感染拡大防止の観点から、対面ではなく部署単位で行いました。 

月 研修テーマ 内容 担当 

2021 年 

４月 

2021 年度の事業計画達成に向

けての取り組みについて 

各部署で事業計画書を読み合わせ

る。 

事務局 

５月 認知症の理解と認知症の人・家

族への支援を考える 

松本診療所ものわすれクリニック 

松本一生先生の講義を視聴。 

事務局 

６月 門真市地域包括ケア会議（全体

部会）の伝達 

門真市のホームページから資料を

ダウンロードし、社会資源を確認。 

事務局 

７月 人権・法令遵守・個人情報保護・

守秘義務・倫理観 

大阪府のホームページから動画を

視聴。 

事務局 

８月 介護現場におけるハラスメン

ト、人権研修 

厚生労働省の研修資料を読む。 

職員向けのチェックシートを実施。 

事務局 

9 月 自主点検表、マニュアル見直し 自主点検表を職員みんなで行い、事

業所の体制や書類を見直す。 

事務局 

10 月 

～12 月 

業務継続計画（BCP）の策定 

 

厚生労働省のガイドライン等の参

考文献を読む。 

事務局 

11 月 法人研修 

11 月 20 日（土）14:00～16:00 

ルミエールホール（小ホール） 

「福祉に生きる君へ」 

横須賀基督教社会館  

岸川洋治氏の講演 

法人 

事務局 

2022 年 

1 月 

コロナウィルス感染拡大防止

対策 

感染拡大を防ぐためのすべきこと

を考え、実践する。 

訪問看護 

2 月 

3 月 

来年度に向けて 各部署で資料を読み、来年度に向け

てするべきことを考える。 

事務局 
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Ⅱ－３ 隣保事業「ブドウの木」 

 

「隣保館ぶどうの木」は、主にケアマネジャーの後方支援を得て４つの支援を柱に事業を行って

います。 

① 生活困窮のため、費用を出してのサービス利用が困難な人への支援 

② 公的サービスに結びつくまでの一時的な支援が必要な人への支援 

③ 公的サービスの対象にならず、必要なサービスが受けられない人への支援 

④ 地域の誰もが気軽に立ち寄れる居場所の提供 

 

今年度も、新型コロナウィルスが流行したため事業の一部を縮小せざるを得ませんでした。何度も

話し合いを重ね、不特定多数の方に居場所を提供することで、同じ敷地内にあるデイサービスやショ

ートステイでクラスターが発生するかもしれない、というリスクを回避するため、実施したのは①通

所型サービス A、⑤ワンコインサービス、⑥配食サービス、の 3 つの事業のみでした。来年度には通

いの場が再開できるようにしていきたいと考え、検温、消毒、マスク着用、パーテーション設置、利

用人数の制限、などの感染対策を他の部署と一緒に見直しました。 

くすのき広域連合日常支援総合事業「通所型サービスＡ」については、事業対象者・要支援認定を

受けている利用者の食事や入浴の提供の場であるため、休まず実施しました。幸いにも、利用者・職

員とも体調不良が起こることなく、事業継続ができました。 

ワンコインサービス、配食サービスについては、主にブドウの介護事業所と契約している利用者中

心で実施しました。 

 

（事業の実施報告） 

① くすのき広域連合日常生活支援総合事業「通所型サービス A」…定員 10 名 

内 容：要支援・事業対象の方を対象にした、専門職によるデイサービスです。 

開催日：月・火・水・土 

時 間：10 時～16 時 

費 用：介護保険に定める料金＋食事 300 円（保険外の利用者は食事 300 円、入浴 300 円） 

＊ 食事や入浴の提供が必要な方が大部分のため、休まず実施しました。 

 

② くすのき広域連合日常生活支援総合事業「通所型サービス B」…定員 10 名 

内 容：要支援・事業対象の方を対象にした、ボランティア主体のデイサービスです。 

時 間：13 時～15 時 

費 用：無料（くすのき広域連合より年額 45,000 円の補助を受けました） 

＊今年度初めに 9 回実施したのみです。 

 

③ 認知症カフェ「ゆんたく」 

内 容：当事者や地域の高齢者が、脳トレ・体操・手芸・勉強会・音楽会を楽しみます。 

開催日：毎月第 3 土曜日 

時 間：13 時～15 時 
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費 用：無料（くすのき広域連合より年額 31,000 円の補助を受けました） 

＊開催の要望がありましたが、今年度の開催は中止となりました。 

 

④ こども食堂 

内 容：地域の子どもを対象に、食事の提供や高齢者との交流を行います。 

開催日：毎月第 4 土曜日 

時 間：12 時～14 時 

費 用：中学生以下・ボランティアは無料、他は 300 円（食券を発行します） 

    物品と少額の寄付を受けています。 

＊開催の要望がありましたが、今年度の開催は中止となりました。 

 

⑤ ワンコインサービス 

内 容：介護保険外の自費サービスです。 

提供時間：不定（社会館職員が可能な時間帯で提供します）」 

費 用：1 時間まで 500 円 

＊依頼があれば、随時対応しています。 

 

⑥ 配食サービス 

内 容：高齢や障害のため調理や食事の調達が困難な方を対象に、夕食を配達します。 

提供日：月～土（年末年始を除く） 

  費 用：300 円 

＊外に出ることでコロナウィルスの感染リスクが高まるため、配食は継続して行っています。 

 

 

 

ブドウ各事業所職員数 
 

ケアプランセンターブドウ 

 

 

 

 

 

 

ブドウ訪問看護ステーション 

 

 

 

 

 

 

 常勤 非常勤 合計 

主任介護支援専門員 3 0 3 

介護支援専門員 3 0 3 

その他 0 0 0 

合計 6 0 6 

 常勤 非常勤 合計 

正看護師 3 1 4 

准看護士 0 1 1 

理学療法士 0 0 0 

合計 3 2 5 
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ヘルパーステーションブドウ 

 

 

 

 

 

 

 

サービス提供責任者・・・3 名（訪問介護員と兼務） 

☆障がい福祉サービスも一体でおこなっています。 

 

 

デイサービスブドウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブドウショートステイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隣保事業 

 

 

 

☆訪問看護職員が兼務、およびボランティアでおこなっています。 

 

３月３１日現在 

 常勤 非常勤 合計 

介護福祉士 2 1 3 

基礎研修 0 15 15 

実務者研修 2 0 2 

資格ガイドのみ  0 1 1 

合計 4 17 21 

 常勤 非常勤 合計 

管理者兼生活相談員 1 0 1 

生活相談員 1 0 1 

介護職員 2 1 3 

看護師 1 0 1 

合計  5 1 6 

 常勤 非常勤 合計 

管理者兼生活相談員 1 0 1 

生活相談員 1 0 1 

介護職員 1 0 1 

看護師  0 5 5 

合計 3 5 8 

介護職員  0 1 1 

合計 0 1 1 
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＊新型コロナの感染予防のため各取り組みを中止 （めぐみ保育園）

月 日 曜 実施 日 曜 地域・その他

1 木 進級式 ＊毎月のサロン(在園･地域）中止

5 月 入園式・在園児進級及び重要事項説明会

6 月 ～13（火）慣らし保育 12 月 2021年度　地域向けライブラリー開始

8 木 保育内容説明会（新入園児保護者対象）  にこにこ：お話し会（地域親子）

14 木 新入園児1日保育開始

20 火 避難訓練 28 水 （にこにこライブラリィー中止）

22 木 園外遠足（3,4,5歳児）

23 金 保護者の会総会

7  金  幼児懇談会（れんげ） 7  火  シーサークラブ（卒園生）積木遊び

11 火 避難訓練

14  金  幼児懇談会（たんぽぽ） 20  木  にこにこ：広場で遊ぼう（地域親子）

18 火 積木遊びの日

22  土  （親子遠足） 20 木 （法人理事会）⇒6/10(法人評議員会）

28  金  乳児懇談会

8 火 避難訓練 2 水 （ライブラリー貸出しのみ）

15 火 積木遊びの日 13  土  シーサークラブ（卒園生）カレーパーティ

16 水 数遊びの日（5歳児） 21 月 （にこにこライブラリー開始）

18 金  給食会 23 水 にこにこ：手作りの会（地域親子）

2 金  夏まつり　⇒夏遊び会 9 木 （消防設備点検）

7 水 歯科検診 6  土  子育て応援フェア

6 火  宿泊保育説明会

13 火 避難訓練 21 水 にこにこ：夏の感触遊び（地域親子）

16 金  ～17日（土）5歳児宿泊保育

20 火 積木遊びの日

27 火 数遊びの日（5歳児）

28 水 プール（れんげ）　29木（たんぽぽ） 30 金 職員救命講習

30  金  救命法講習会

3 火 プール（れんげ）　5木（たんぽぽ） 2 月 （ライブラリー貸出しのみ）

7 土 害虫駆除・大掃除 6  木  にこにこ：ボディーペインティング遊び（地域親子）

10 火 避難訓練 11 水 （大阪市監査）

12 木 ～14（土）夏期体制

17 火 積木遊びの日 18  水  シーサークラブ（卒園生）ピース映画会

18 水 プール（れんげ）　19木（たんぽぽ） 26  水  にこにこ：泥んこ遊び（地域親子）

20 金 平和を考える日⇒チェロとマリンバの演奏

25 水 数遊びの日（5歳児）

9 木 内科健診 2  木  にこにこ：保育見学と給食試食会（地域親子）①

11  土  2才児親子あそび会　⇒延期 7  火  にこにこ：保育見学と給食試食会（地域親子）②

14 火 避難訓練 ⇒　個別に説明対応

15 火  敬老の日の集い　⇒敬老ポスター･プレゼント実施 6（月）～9（木）千島住宅　敬老お祝い･1～4号棟お別れ会参加

21 火 積木遊びの日

22 水 数遊びの日（5歳児）

9月

6月

8月

7月

　２０２1年度　上半期行事実施表

4月

5月

＊お誕生日は子どもの生まれた日に合わせてお祝いします。
＊食育活動としていきいきクッキング・お話しの会があります。

＊にこにこ：地域向けの親子プログラムです。
＊シーサークラブ：卒園生の会です

＊幼児クラスは月1回積木遊びの日があります。

めぐみ保育園
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Ⅲ－2 千島保育所 

 
4 月の時点で 0 歳児が 3 名入所（例年の半分）ということはかなりのショックでしたが、途中

入所のニーズに応えることができ、秋からは 6 名揃いました。新型コロナウイルス感染症との共

存も 2 年目になり、感染対策（三密回避・こまめな消毒など）をおこなってきましたが、5 月 15

～17 日、10 月 18 日、1 月 22～24 日の 3 回コロナ陽性者の発生で臨時休所をしました。2 月以

降は陽性者がでても休所せずに保育を続ける要請があり職員確保（職員も濃厚接触者・陽性で休

まないといけなかった）と子どもの登園人数のバランスを保つことに日々冷や冷やしていました。 

また、保健所が判断していた濃厚接触者の特定も各園に任され、大阪市と保健所への報告が相

次ぎ、事務関係の日常業務がスムーズにおこなえない日も多々ありました。保護者への連絡も個

人情報が出ないこと、風評被害に繋がらないことなど配慮するべきことも多くありました。 

そんな中でしたが、幼児の大きな行事（親子であそぼう・表現遊び・修了を祝う会）は人数制

限とスペースの確保を考えおこなうことができました。保護者と共に子どもの成長を喜び、子ど

もの中でも見てもらえた嬉しさと経験できた達成感を味わうことができたと思います。子どもに

とって必要な経験が何なのか、職員と再考し実行する集団でありたいと思います。 

 

 

2021 年度の事業計画から 

①感染予防に関しては日々の電解水を使用した掃除、コロナ陽性者が発生した場合には職員全員

が協力し、徹底した清掃をしてきました。かかり増し補助金で 1 か月 2,000 円のコロナ手当も

職員に支給しました。 

②地域交流の見直しでは、毎月のおたよりを家庭保育の方が利用できそうな所に配布したりしま

したが、コロナの影響もあるのか、なかなか保育所に遊びに来られる方はいませんでした。保

育所の場所がわかりにくいのかも（昭和山の団地の間に所在）と思い、道路に面した所に保育

所看板が立てられないかと UR に相談しましたが却下されました。（一つを許したら次々に要望

が出てきたときに対応できないためとのこと） 

③報告・連絡・相談がスムーズにできる人間関係は、事務所を筆頭に話しやすい環境を作って、

職員も過ごしやすいと思える職場作りを今後も目指します。 

④支援が必要な子どもも多くいました。人材確保はできてはいましたが、保育士各々の役割が不

透明と感じた職員もいました。役割をはっきりした集団作りを目指します。 

⑤子どもの声に耳を傾け子どもに寄り添った保育は永遠のテーマです。職員は日々努力していま

す。振り返りをし、相談しながら進んでいきたいです。 
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2021 年度在所児実数 
 

 

2022．3.31 現在 

 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合 計 

4 月 ３ １４ １４ １８ ２０ ２０ ８９ 

5 月 ４ １４ １４ １８ ２０ ２０ ９０ 

6 月 ５ １４ １４ １８ １９ ２０ ９０ 

7 月 ５ １４ １４ １８ １９ ２０ ９０ 

8 月 ５ １４ １４ １８ １９ ２０ ９０ 

9 月 ６ １５ １４ １８ １９ ２０ ９２ 

10 月 ６ １５ １４ １８ １９ ２０ ９２ 

11 月 ６ １５ １４ １８ １９ ２０ ９２ 

12 月 ６ １５ １４ １８ １９ ２０ ９２ 

1 月 ６ １５ １４ １８ １９ ２０ ９２ 

2 月 ６ １５ １４ １８ １９ ２０ ９２ 

3 月 ６ １５ １４ １８ １９ ２０ ９２ 

計 ６４ １７５ １６８ ２１６ ２３０ ２４０ １０９３ 

千島保育所 

 

職員数 

 

正規職員    １２人 

        非正規職員    ７人  （常勤並み） 

短時間職員    ７人 

                

  （合計）      ２６人 
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2021 年度行事報告（千島保育所） 
☆がついている行事は緊急事態宣言発令で中止になった行事です。 

月 日 曜 行    事 月 日 曜 行    事 

4 1 

2 
 

木 

金 
 

進級を祝う会 

入所を祝う会 
 

10 2 

7 

 

19 

20 

21 

25 

土 

木 

 

火 

水 

木 

月 

親子であそぼう 

保護者保育体験・給食試食（全児） 

          ～1 月末まで 

にじ遠足 

2 歳児遠足 → 中止 

おひさま遠足 

やきいも（5 歳児） 

5 7 

13 

14 

17 

18 

20 

 

22 

27 

28 
 

金 

木 

金 

月 

火 

木 

 

土 

木 

金 

☆子どもの日のつどい 

☆クラス懇談（にじ） 

☆クラス懇談（おひさま） 

幼児保育体験 → 延期 

☆おひさま遠足 

☆クラス懇談会（２歳） 

☆にじ遠足 

☆修了児の会 

歯科健診 

☆クラス懇談会（１歳） 
 

11 

 
 

5 

6 

金 

土 
 

お楽しみ会 

☆修了児の会 
 

12 10 

13 

17 

23 

28 

金

月 

金 

木 

火 

幼児の表現遊び 

幼児個人懇談開始～2 月 4 日 

もちつき 

クリスマス会 

保育じまい 

6 3 

4 

8 
 

木 

金 

火 
 

☆クラス懇談（0 歳） 

☆プラネタリウム（５歳） 

内科健診 

1 4 

11 

火 

火 

保育はじまり 

内科健診 

 

7 3 

7 

28 
 

土 

水 

水 

☆夏まつり 

七夕 

夏まつりごっこ 
 

2 3 

7 

22 

25 

木 

月 

火 

金 

節分 

2 歳児個人懇談～3 月 4 日 

☆就学前懇談会（５歳） 

☆お別れ散歩 

8 4 
 

水 平和のつどい 

 

3 1 

10 

23  

火 

木 

水 

 

内科健診 

おわかれ会 

修了を祝う会 

✭毎月    避難訓練実施 

✭毎週月曜日 地域交流 

☆毎月第2水曜 お話会（幼児） 

   第 4 水曜 お話会（5歳児） 

✭食育活動  ２～５歳実施 

✭毎月 ざぶとんの会―絵本読み 
 

9 8 

 

水 ☆保護者学習会 

16



 

17


